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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公表番号】特表2012-500652(P2012-500652A)
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【年通号数】公開・登録公報2012-002
【出願番号】特願2011-525157(P2011-525157)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/705    (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/47     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/0783   (2010.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/39     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7088   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ  19/00    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  14/705   　　　　
   Ｃ０７Ｋ  14/47    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/15    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/19    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/21    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    １０１　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    ２０２Ｌ
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/00    　　　Ｇ
   Ａ６１Ｋ  39/39    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０５　
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/7088  　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年8月21日(2012.8.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）第二の融合相手に直接融合されるか、あるいは（ｉｉ）第二の融合相手と融合さ
れているリンカーペプチドまたはポリペプチド配列と融合されていてもよい、Ｔ細胞共刺
激ポリペプチドまたはその断片および／もしくは変異体を含んでなる第一の融合相手を含
んでなる融合タンパク質であって、
　該共刺激分子またはその共刺激断片および／または変異体がＴ細胞の抗原特異的増殖を
増大させるか、Ｔ細胞によるサイトカイン産生を増強するか、Ｔ細胞の分化またはエフェ
クター機能を刺激するか、またはＴ細胞の生存を促進し、かつ
　第二の融合相手が、該融合タンパク質を、腫瘍細胞、腫瘍血管系または免疫応答の活性
化に関与する組織に標的化するポリペプチドを含んでなる、融合タンパク質。
【請求項２】
　共刺激分子がＢ７－ＤＣ、Ｂ７－１、Ｂ７－２、Ｂ７－Ｈ５、ならびにその断片および
／または変異体からなる群から選択される、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項３】
　Ｂ７－ＤＣポリペプチドがネズミＢ７－ＤＣである、請求項２に記載の融合タンパク質
。
【請求項４】
　Ｂ７－ＤＣポリペプチドがヒトＢ７－ＤＣである、請求項２に記載の融合タンパク質。
【請求項５】
　Ｂ７－ＤＣポリペプチドが非ヒト霊長類Ｂ７－ＤＣである、請求項２に記載の融合タン
パク質。
【請求項６】
　第二の融合相手が、腫瘍特異的抗原または腫瘍関連抗原と結合するポリペプチドを含ん
でなる、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項７】
　腫瘍特異的抗原または腫瘍関連抗原が、α－アクチニン－４、Ｂｃｒ－Ａｂｌ融合タン
パク質、Ｃａｓｐ－８、β－カテニン、ｃｄｃ２７、ｃｄｋ４、ｃｄｋｎ２ａ、ｃｏａ－
１、ｄｅｋ－ｃａｎ融合タンパク質、ＥＦ２、ＥＴＶ６－ＡＭＬ１融合タンパク質、ＬＤ
ＬＲ－フコシルトランスフェラーゼＡＳ融合タンパク質、ＨＬＡ－Ａ２、ＨＬＡ－Ａ１１
、ｈｓｐ７０－２、ＫＩＡＡＯ２０５、Ｍａｒｔ２、Ｍｕｍ－１、２および３、ネオ－Ｐ
ＡＰ、ミオシンクラスＩ、ＯＳ－９、ｐｍｌ－ＲＡＲα融合タンパク質、ＰＴＰＲＫ、Ｋ
－ｒａｓ、Ｎ－ｒａｓ、トリオースリン酸イソメラーゼ、Ｂａｇｅ－１、Ｇａｇｅ３、４
、５、６、７、ＧｎＴＶ、Ｈｅｒｖ－Ｋ－ｍｅｌ、Ｌａｇｅ－１、Ｍａｇｅ－Ａ１、２、
３、４、６、１０、１２、Ｍａｇｅ－Ｃ２、ＮＡ－８８、ＮＹ－Ｅｓｏ－１／Ｌａｇｅ－
２、ＳＰ１７、ＳＳＸ－２およびＴＲＰ２－Ｉｎｔ２、ＭｅｌａｎＡ（ＭＡＲＴ－Ｉ）、
ｇｐ１００（Ｐｍｅｌ　１７）、チロシナーゼ、ＴＲＰ－１、ＴＲＰ－２、ＭＡＧＥ－１
、ＭＡＧＥ－３、ＢＡＧＥ、ＧＡＧＥ－１、ＧＡＧＥ－２、ｐ１５（５８）、ＣＥＡ、Ｒ
ＡＧＥ、ＮＹ－ＥＳＯ（ＬＡＧＥ）、ＳＣＰ－１、Ｈｏｍ／Ｍｅｌ－４０、ＰＲＡＭＥ、
ｐ５３、Ｈ－Ｒａｓ、ＨＥＲ－２／ｎｅｕ、ＢＣＲ－ＡＢＬ、Ｅ２Ａ－ＰＲＬ、Ｈ４－Ｒ
ＥＴ、ＩＧＨ－ＩＧＫ、ＭＹＬ－ＲＡＲ、エプスタイン・バーウイルス抗原、ＥＢＮＡ、
ヒト乳頭腫ウイルス（ＨＰＶ）抗原Ｅ６およびＥ７、ＴＳＰ－１８０、ＭＡＧＥ－４、Ｍ
ＡＧＥ－５、ＭＡＧＥ－６、ｐ１８５ｅｒｂＢ２、ｐ１８０ｅｒｂＢ－３、ｃ－ｍｅｔ、
ｎｍ－２３Ｈ１、ＰＳＡ、ＴＡＧ－７２－４、ＣＡ　１９－９、ＣＡ　７２－４、ＣＡＭ
　１７．１、ＮｕＭａ、Ｋ－ｒａｓ、β－カテニン、ＣＤＫ４、Ｍｕｍ－１、ｐ１６、Ｔ
ＡＧＥ、ＰＳＭＡ、ＰＳＣＡ、ＣＴ７、テロメラーゼ、４３－９Ｆ、５Ｔ４、７９１Ｔｇ
ｐ７２、α－フェトタンパク質、１３ＨＣＧ、ＢＣＡ２２５、ＢＴＡＡ、ＣＡ　１２５、
ＣＡ　１５－３（ＣＡ　２７．２９＼ＢＣＡＡ）、ＣＡ　１９５、ＣＡ　２４２、ＣＡ－
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５０、ＣＡＭ４３、ＣＤ６８＼ＫＰ１、ＣＯ－０２９、ＦＧＦ－５、Ｇ２５０、Ｇａ７３
３（ＥｐＣＡＭ）、ＨＴｇｐ－１７５、Ｍ３４４、ＭＡ－５０、ＭＧ７－Ａｇ、ＭＯＶ１
８、ＮＢ＼７０Ｋ、ＮＹ－ＣＯ－１、ＲＣＡＳ１、ＳＤＣＣＡＧ１６、ＴＡ－９０（Ｍａ
ｃ－２結合タンパク質＼シクロフィリンＣ関連タンパク質）、ＴＡＡＬ６、ＴＡＧ７２、
ＴＬＰおよびＴＰＳからなる群から選択される、請求項６に記載の融合タンパク質。
【請求項８】
　リンカーペプチドまたはポリペプチドが、ヒト免疫グロブリンのヒンジ領域を含んでな
り、場合により、Ｆｃドメイン、ＣＨ１領域またはＣＬ領域からなる群から選択される免
疫グロブリンのさらなる領域をさらに含んでなる、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項９】
　融合タンパク質の二量体化または多量体化を媒介してホモ二量体、ヘテロ二量体、ホモ
多量体またはヘテロ多量体を形成するドメインをさらに含んでなる、請求項１に記載の融
合タンパク質。
【請求項１０】
　二量体化または多量体化を媒介するドメインが、相手の融合タンパク質上のシステイン
と分子間ジスルフィド結合を形成することができる１以上のシステイン、コイルドコイル
ドメイン、酸パッチ、ジンクフィンガードメイン、カルシウムハンドドメイン、ＣＨ１領
域、ＣＬ領域、ロイシンジッパードメイン、ＳＨ２（ｓｒｃホモロジー２）ドメイン、Ｓ
Ｈ３（ｓｒｃホモロジー３）ドメイン、ＰＴＢ（ホスホチロシン結合）ドメイン、ＷＷド
メイン、ＰＤＺドメイン、１４－３－３ドメイン、ＷＤ４０ドメイン、ＥＨドメイン、Ｌ
ｉｍドメイン、イソロイシンジッパードメイン、および受容体二量体対の二量体化ドメイ
ンからなる群から選択される、請求項９に記載の融合タンパク質。
【請求項１１】
　請求項１に記載の融合タンパク質をコードする核酸配列を含んでなる、単離された核酸
分子。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の核酸を含んでなる、ベクター。
【請求項１３】
　前記核酸配列が発現制御配列に機能的に連結されている、請求項１２に記載のベクター
。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のベクターを含んでなる、宿主細胞。
【請求項１５】
　抗原またはワクチンの免疫原性を増強するために抗原またはワクチンとともに用いられ
る医薬組成物であって、
　ａ）請求項１に記載の単離された融合タンパク質、二量体タンパク質または多量体タン
パク質と、
　ｂ）薬学上および免疫学上許容される賦形剤または担体と
を含んでなる、医薬組成物。
【請求項１６】
　腫瘍に対するＴ細胞免疫応答を誘導するのに有用な免疫原組成物であって、
　（ａ）免疫応答が望まれる抗原の供給源；
　（ｂ）請求項１に記載の融合タンパク質、二量体タンパク質または多量体タンパク質；
　（ｃ）任意で、免疫刺激剤またはアジュバント；および
　（ｄ）（ａ）、（ｂ）および任意選択の（ｃ）のための、薬学上および免疫学上許容さ
れる賦形剤または担体
を含んでなる、免疫原組成物。
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